
令和 ７ 年 ７ 月 30 日

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 かなえるワーク 事業所番号 １１１６５１７２２６

住　所 埼玉県さいたま市中央区桜丘2‐2‐16　
ミリオンプランニングビル1・2階 管理者名 板橋　美恵子

電話番号 ０４８－６２１－５４２５ 対象年度 令和7年度

地域連携活動の概要

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

◆ 活動場所 ： かなえるワーク事業所 ◆ 活動の様子の写真・成果物の写真

◆ 実施日程 ： 令和7年7月1日～令和7年7月30日

◆
実施した生産活動
施設外就労の概要 ：

地域企業の人材不足への対応として、地元企業より依頼を受
け、地域内で販売されている商品の売れ筋や消費者ニーズを
把握するためのリサーチ業務を実施した。

◆ 利用者数 ： ５名

＜目的＞

◆
地域連携活動の
ねらい ：

地元企業の商品開発や販売促進に資する情報を提供す
るとともに、利用者が実務的なリサーチ業務に取り組む
機会を創出することを目的とした。

◆
地域にとっての
メリット ：

人材不足が課題となっている地域企業の業務の一部を担うこと
で、地域課題の解決に寄与するとともに、地域企業が消費者
ニーズや市場動向を把握しやすくなり、商品開発や販路拡大に
活用できる情報提供につながった。

◆
対象者にとっての
メリット ：

情報収集、データ整理、報告書作成等の業務を通じて、
実務能力や作業理解力の向上が図られ、一般就労に向
けた経験を積むことができた。

＜成果＞

◆ 実施した結果 ：
売れ筋商品や価格帯、購入者の評価傾向を一
覧表にまとめ、地元企業へデータとして提出し
た。 ◆ 活動内容の追加コメント

◆ 得られた成果 ：
地元企業からは「市場動向の把握に役立ち、今後の商品企画
の参考になる」との評価を得た。利用者にとっても、業務の目的
を理解しながら作業に取り組む良い経験となった。

利用者が主体的に情報収集を行い、職員のサポートのもと
で成果物を完成させることができた。実践的な業務経験と
して有意義な活動となった。

◆ 課題点 ：
情報の正確性や分析の深度を高めるため、
今後は調査方法の工夫やチェック体制の強
化が必要である。

連携先の企業等の意見または評価

◆ 連携した結果に対する意見または評価

売れ筋商品の傾向が分かりやすく整理されており、今後の商品開発や販売戦略を検討
する上で参考になった

◆ 今後の連携強化に向けた課題

単発のリサーチにとどまらず、定期的（四半期ごと等）に売れ筋商品の動向を共有する
仕組みを整えることが課題である。

連携先企業名 オリジンツリー 担当者名 伊藤　真


